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I.I.I.I. 追加分析資料について追加分析資料について追加分析資料について追加分析資料について    

１１１１....    資料資料資料資料のののの内容内容内容内容についてについてについてについて    

本報告書は、実施した就学前家庭へのニーズ調査や、独自調査の結果について分析・考察を行っ

たものである。 

 

２２２２....    出典資料出典資料出典資料出典資料についてについてについてについて    

本資料は、以下の調査結果を根拠資料として掲載している。 

 

項目 サンプル数 対象 

瀬戸市子育てに関するアンケート調査

（平成 26年 3月） 
1,471 

市内在住の０～５歳の子をもつ保護者 

瀬戸市“子育て支援に関わっている方”

に対するアンケート調査（平成 26 年 3

月） 

194 

主任児童委員、地域力向上に取り組む団体、

教育アクションプラン委員、小中学校ＰＴ

Ａ、地区社会福祉協議会、市民活動団体 

瀬戸市“これから子育てをする世代”

に対するアンケート調査（平成 26 年 3

月） 

483 

大学コンソーシアム学生委員、各委員会等

で委員となっている大学教授の学生、新規

採用職員、市内事業所の若手従業員、妊婦 

瀬戸市“サポートが必要な子の保護者”

に対するアンケート調査（平成 26 年 3

月） 

129 

子ねこ教室（のぞみ学園）、ひよこ教室（発

達支援室）、瀬戸養護学校、春日台養護学校 

事業所 13 市内事業所 

 

 

 

３３３３....    グラフ・グラフ・グラフ・グラフ・表表表表のののの見方見方見方見方についてについてについてについて    

・統計解析を行うため、各分析軸・分析項目の無回答は分析対象から除外している。 

・グラフ内の赤太字データラベルは、p<0.05 で、全体平均との比率（または平均値）の差につい

て、有意差が認められた項目を示す。特にことわりの無い限り、比率が高い場合と低い場合を

ともに表示している。 
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II.II.II.II. 子育てしやすいまちを目指す上での課題抽出子育てしやすいまちを目指す上での課題抽出子育てしやすいまちを目指す上での課題抽出子育てしやすいまちを目指す上での課題抽出    

 

各調査結果から、以下のような事柄を「子育て支援に関する課題」もしくは「子育て支援に対す

るニーズ」として抽出した。以下に挙げた内容を、施策立案を行う上での基礎資料として検討する

ことが必要である。 

 

 

� 「水野中学校区」は市外からの転入が多く、母親が市外に勤務している割合が高い。

子育て家庭の孤立を十分に警戒すべき地区だと考えられる。 

 

� 「認定こども園」に対するニーズは低年齢の子どもをもつ保護者が高い。また、「小

規模な保育施設」に対するニーズも同様である。３歳未満児の保育ニーズを充足する

ため、これらのニーズをふまえた施設整備計画を検討する必要がある 

 

� 「幡山中学校区」は、「認可保育所」や「小規模な保育施設」のニーズが全体平均よ

りも高い割合である。施設整備場所の検討の際は、地域の人口構成とあわせて、地区

別のニーズも考慮することが求められる。 

 

� 相談先がない保護者は１割未満であるが、子育て支援に関わっている者は「相談する

人がいない」ことを問題として捉えている割合が高い。また、子育てしやすくなると

思われる施策として「保護者同士の交流の場」を回答した割合が高い。保護者の相談

場所やネットワークづくりを狙った施策の充実が求められる。 

 

� 発達の課題や障がいをもった子どもの保護者は、「専門的な支援」や「専門職員の相

談」に対するニーズが高い。行政の機関や職員に、専門的な知識醸成を図っていく必

要がある。 

 

� 育児休業の取得状況は母親が全体の 22.4％であるのに対し、父親は 2.3％と低い。ま

た、子育て支援の取組を行っているのは調査対象 13 社中 8 社となっている。就労者

のワークライフバランスを実現させる事業所の取組を促す施策を検討していくこと

が必要である。 

 

� 相談先がない保護者や、地域子育て支援拠点事業を利用していない保護者は、子育て

支援環境に対する満足度が低い傾向があることが認められた。保護者の地域でのネッ

トワークづくりは、子育て支援環境に対する満足度の向上に寄与する可能性があるた

め、特に重点的に検討していくことが求められる。 
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III.III.III.III. 分析・考察分析・考察分析・考察分析・考察    

１１１１....    地域特性地域特性地域特性地域特性についてについてについてについて    

本章では、中学校区別にニーズ調査を分析し、各中学校区における地域特性やニーズの違いを明

らかにする。 

まず、各中学校区の基本特性として、各中学校区に居住する者の転入状況を以下のとおり示した。 

図表図表図表図表    1111    中学校区別転入中学校区別転入中学校区別転入中学校区別転入・・・・転出状況転出状況転出状況転出状況1111    

 

 

【図表 1】が示すとおり、瀬戸市全体で他市町村からの転入者が 64.3％であり、生まれたときか

ら瀬戸市に居住している保護者より、転入してきた保護者の方が多い市であることがわかる。 

生まれた時から瀬戸市に居住している保護者が特に多い中学校区は「祖東」、「品野」、「光陵」で

ある。これらの地域は、他の中学校区よりも地域のつながりが比較的多いことが想定される。 

一方、「水野」中学校区は、転入してきた保護者の割合が特に高い傾向があり、子育て家庭の孤

立などは特に気を付けなければならない地区だと考えられる。 

保護者の就労状況を５類型に分類し、集計したものが以下の図である。 

     

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

  全  体 n=1,403

水無瀬 n=212

祖東 n=64

南山 n=375

本山 n=44

幡山 n=247

品野 n=108

光陵 n=67

水野 n=271

中
学
校
区

35.7 

31.6 

48.4 

35.2 

36.4 

38.1 

45.4 

52.2 

26.6 

64.3

68.4

51.6

64.8

63.6

61.9

54.6

47.8

73.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれた時から瀬戸市に居住 他市町村から瀬戸市に転入
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図表図表図表図表    2222    中学校区別保護者中学校区別保護者中学校区別保護者中学校区別保護者のののの就労形態就労形態就労形態就労形態1111    

 

 

【図表 2】が示すとおり、保護者の就労状況はフルタイム共働きが 20.5％、フルタイム・パート

共働きが 26.8％、専業主婦・主夫が 50.5％の構成比となっている。 

中学校区別での就労状況の構成比については、有意差は認められなかった。就労状況は地域によ

って大きな差はないと考えられる。 

母親の就業先所在地は、以下の図に示すとおりである。 

図表図表図表図表    3333    母親母親母親母親のののの就就就就業先業先業先業先のののの所在地所在地所在地所在地2222    

 

 

【図表 3】によれば、母親の就業場所は地域によって差異があることがわかる。市内に就業先が

ある母親の割合は、「祖東」中学校区が全体と比較して優位に高い割合であることが認められた。

一方、市内勤務の母親が少ないと認められた地区が「水野」中学校区である。 

  

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

  全  体 n=1,333

水無瀬 n=209

祖東 n=59

南山 n=362

本山 n=41

幡山 n=231

品野 n=104

光陵 n=60

水野 n=256

中
学
校
区

1.4 

1.9 

1.7 

1.1 

0.0 

2.2 

1.9 

1.7 

0.4 

20.5

19.6

16.9

22.4

26.8

19.0

18.3

13.3

22.3

26.8

25.4

22.0

26.5

22.0

29.0

25.0

28.3

27.3

50.5

52.6

57.6

49.7

41.5

48.9

54.8

51.7

50.0

0.9

0.5

1.7

0.3

9.8

0.9

0.0

5.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり親家庭 フルタイム共働き フルタイム・パート共働き

専業主婦・主夫 その他

  全  体 n=691

水無瀬 n=97

祖東 n=27

南山 n=181

本山 n=25

幡山 n=132

品野 n=52

光陵 n=32

水野 n=131

中
学
校
区

57.9 

66.0 

81.5 

56.4 

44.0 

56.1 

67.3 

68.8 

47.3 

4.5

1.0

3.7

5.5

0.0

3.0

3.8

0.0

8.4

8.5

7.2

0.0

9.9

12.0

9.8

5.8

9.4

8.4

6.1

6.2

0.0

5.0

4.0

12.1

1.9

3.1

6.1

3.3

1.0

0.0

1.1

20.0

3.0

3.8

6.3

5.3

15.5

14.4

14.8

17.7

16.0

10.6

13.5

6.3

21.4

2.6

3.1

0.0

3.3

4.0

2.3

3.8

3.1

0.8

1.6

1.0

1.1

0.0

3.0

0.0

3.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内 春日井市 尾張旭市 長久手市

豊田市 名古屋市 その他県内市町村 その他
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２２２２....    教育教育教育教育・・・・保育保育保育保育サービスサービスサービスサービスについてについてについてについて    

本章では、瀬戸市における教育・保育サービスの利用状況や希望に関する分析結果を記載する。 

まず、本市に居住する０～５歳までの教育・保育サービスの利用状況は以下のとおりである。 

図表図表図表図表    4444    子子子子どものどものどものどもの年齢別教育年齢別教育年齢別教育年齢別教育・・・・保育保育保育保育サービスのサービスのサービスのサービスの利用状況利用状況利用状況利用状況    

 

【図表 4】によれば、保育サービスを利用している割合は「０歳」で 7.7％、「１歳」で 27.3％、

「２歳」で 36.3％となっている。３歳未満では保育・教育サービスを利用する割合は子どもの年齢

が上がるにつれ増加する結果となっている。 

一方、３歳以上ではほぼすべての回答者が保育・教育サービスを利用しているという結果となっ

た。 

各年齢で、今後どのようなサービスを利用したいかを聞いた結果が以下の図表である。 

図表図表図表図表    5555    子子子子どものどものどものどもの年齢別年齢別年齢別年齢別サービスサービスサービスサービス利用希望利用希望利用希望利用希望1111    

 

【図表 5】によれば、特に「０歳」において「認定こども園」や「小規模な保育施設」の比率は

全体平均よりも優位に高く、認定こども園や小規模な保育施設が望まれていることが伺える。 

  

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

  全  体 n=1,463

０歳 n=234

１歳 n=227

２歳 n=234

３歳 n=238

４歳 n=239

５歳 n=275

子
ど
も
の
年
齢

62.7 

7.7 

27.3 

36.8 

99.2 

98.3 

98.5 

37.3

92.3

72.7

63.2

0.8

1.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない

 　
ｎ

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
な
保
育
施
設

の
ぞ
み
学
園

家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

市
の
認
証
・
認
定
保
育
施
設

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設

ベ
ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

特
に
な
し

  全  体 1,463 50.7 35.7 42.0 20.2 9.8 1.7 4.3 7.9 4.9 1.2 5.3 7.2 1.3 5.3

０歳 232 49.6 34.9 49 .149 .149 .149 .1 30 .630 .630 .630 .6 22 .822 .822 .822 .8 1.3 5.6 9.5 9 .19 .19 .19 .1 2.6 5.6 7.8 0.9 9 .59 .59 .59 .5

１歳 227 47.1 30.4 49 .849 .849 .849 .8 24.2 11.5 0.0 4.8 9.3 7.0 1.8 5.7 7.5 0.9 4.0

２歳 234 46.6 28.6 42.7 19.7 10.7 2.6 3.4 9.4 5.6 1.7 5.1 5.1 3 .03 .03 .03 .0 9 .09 .09 .09 .0

３歳 238 55.5 42 .442 .442 .442 .4 38.2 18.1 5.9 1.7 4.6 7.6 2.5 0.8 4.6 8.0 1.3 3.4

４歳 240 54.6 42 .142 .142 .142 .1 36.7 14.2 6.3 2.5 3.3 6.7 2.5 0.8 5.4 7.9 1.3 2.9

５歳 275 52.0 34.9 35.6 15.3 4.0 2.2 4.0 5.8 2.5 0.0 5.1 6.9 0.7 3.3
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中学校区別で利用したいサービスに差があるか分析したところ、以下の図が示すとおりとなった。 

図表図表図表図表    6666    中学校区別中学校区別中学校区別中学校区別サービスサービスサービスサービス利用希望利用希望利用希望利用希望1111    

 

「０歳」の利用希望が多かった「小規模な保育施設」は、「幡山」中学校区でのニーズが高いこ

とがわかる。「小規模な保育施設」を整備していくことを考える際は、これらのニーズの状況を背

景として検討することが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

（％）
 　

ｎ
幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
な
保
育
施
設

の
ぞ
み
学
園

家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

市
の
認
証
・
認
定
保
育
施
設

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設

ベ
ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

特
に
な
し

  全  体 1,463 50.7 35.7 42.0 20.2 9.8 1.7 4.3 7.9 4.9 1.2 5.3 7.2 1.3 5.3

水無瀬 222 55.9 40.1 37.4 23.0 9.5 0.5 3.6 9.9 4.1 1.4 5.9 9.5 1.8 5.9

祖東 64 54.7 28.1 42.2 12.5 6.3 3.1 7.8 4.7 6.3 0.0 7.8 3.1 0.0 6.3

南山 386 51.0 37.6 39.1 20.7 7.5 1.8 5.4 8.0 3.9 1.6 5.4 6.2 0.8 4.1

本山 44 47.7 27.3 52.3 25.0 6.8 0.0 2.3 2.3 4.5 0.0 4.5 6.8 0.0 2.3

幡山 258 47.7 34.9 50 .450 .450 .450 .4 22.5 14 .314 .314 .314 .3 1.9 5.0 10.5 5.0 1.2 5.0 9.7 0.8 3.1

品野 114 45.6 32.5 44.7 16.7 10.5 2.6 5.3 8.8 4.4 2.6 5.3 7.0 2.6 9.6

光陵 76 48.7 32.9 39.5 17.1 13.2 3.9 2.6 5.3 9.2 1.3 1.3 3.9 2.6 7.9

水野 280 52.9 35.4 38.2 18.6 9.6 1.4 2.5 5.7 5.4 0.4 5.7 6.8 1.8 5.7
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３３３３....    地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける子育子育子育子育てててて支援支援支援支援    

子育てに関する相談の状況やニーズ、地域子育て支援拠点施設に関する分析結果を本章で掲載す

る。 

 

1.1.1.1. 子育てに関する相談子育てに関する相談子育てに関する相談子育てに関する相談    

子育てに関して気軽に相談できる先の有無については以下の図のとおりである。 

図表図表図表図表    7777    子子子子どものどものどものどもの年齢別相談先年齢別相談先年齢別相談先年齢別相談先のののの有無有無有無有無1111    

 

【図表 7】が示すとおり、「相談先がいる／ある」と回答した割合がすべて９割を超えており、

子どもの年齢によっての有意差はみられない。但し、１割未満ではあるが「相談先がいない／ない」

と回答した保護者もおり、誰にも相談できないという環境は深刻な問題だと考えるべきである。 

子育て支援に関わっている方に実施したアンケート調査の結果によれば、子育て世代が抱える

“子育て”に関する問題とは、「支援サービス等の周知が足りない」に続き、「相談する人がいない」・

「交流の場の不足」と回答した割合が高い（【図表 8】）。 

図表図表図表図表    8888    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援にににに関関関関わっているわっているわっているわっている方方方方からみたからみたからみたからみた、、、、子育子育子育子育てててて世代世代世代世代がががが抱抱抱抱えるえるえるえる「「「「子育子育子育子育てててて」」」」にににに関関関関するするするする問題問題問題問題2222    

 

  

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市“子育て支援に関わっている方”に対するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

  全  体 n=1,448

０歳 n=229

１歳 n=229

２歳 n=233

３歳 n=233

４歳 n=237

５歳 n=271

子
ど
も
の
年
齢

95.4 

95.2 

94.8 

95.7 

96.6 

94.9 

95.2 

4.6

4.8

5.2

4.3

3.4

5.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談先がいる／ある 相談先がいない／ない

相談する人がいない

仲間がいない

経済的な問題

交流の場の不足

支援サービス等の周知が足りない

その他

37.6

24.7

28.9

37.6

41.8

6.7

0 10 20 30 40 50

n=194

（％）
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さらに、子育て支援に関わっている方が、「あったら子育てしやすくなると思われる子育て支援

制度」だと感じていることを示したものが【図表 9】である。 

図表図表図表図表    9999    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援にににに関関関関わっているわっているわっているわっている方方方方からみたからみたからみたからみた、、、、あったらあったらあったらあったら子育子育子育子育てしやすくなるとてしやすくなるとてしやすくなるとてしやすくなると思思思思われるわれるわれるわれる子育子育子育子育てててて支支支支

援制度援制度援制度援制度1111    

 

 

最も回答割合が高い項目が「保護者同士の交流の場」であり 51.5％を占める。また、「地域での

子育て全般にかかわる相談窓口」も 35.1％で３番目に高い回答割合である。 

これらの結果から、相談先や保護者同士のネットワークを充実することは、重要な子育て支援施

策として位置付けなければならないと考えられる。 

 

2.2.2.2. 地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業    

地域子育て支援拠点（子育て支援センター）は、子育てに関する相談や親子同士のふれあい、保

護者同士の交流ができる保護者の身近な地域における子育て支援を担う重要な施設である。 

瀬戸市における地域子育て支援拠点事業の利用状況は以下の図のとおりである。 

図表図表図表図表    10101010    子子子子どものどものどものどもの年齢別地域子育年齢別地域子育年齢別地域子育年齢別地域子育てててて支援拠点事業支援拠点事業支援拠点事業支援拠点事業のののの利用状況利用状況利用状況利用状況2222    

 

【図表 10】によれば、地域子育て支援拠点事業の利用割合は、「０歳」から「２歳」の３歳未満

児が高い結果となっている。 

  

                             
1 瀬戸市“子育て支援に関わっている方”に対するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

自宅での子育て相談

保護者向けの子育て講座

地域での子育て全般にかかわる相談窓口

地域での親子ふれあい講座

保護者同士の交流の場

その他

10.8

21.6

35.1

49.5

51.5

8.2

0 10 20 30 40 50 60

n=194

（％）

全体（n=1,421）

０歳（n=224）

１歳（n=220）

２歳（n=227）

３歳（n=230）

４歳（n=231）

５歳（n=272）

37.9

46.9

53.2

45.8

29.1

29.4

25.4

0 10 20 30 40 50 60

地域子育て支援拠点事業の利用割合

（％）
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中学校区別の地域子育て支援拠点事業の利用状況が以下の図である。 

図表図表図表図表    11111111    中学校区別地域子育中学校区別地域子育中学校区別地域子育中学校区別地域子育てててて支援拠点事業支援拠点事業支援拠点事業支援拠点事業のののの利用状況利用状況利用状況利用状況1111    

 

【図表 11】によれば、地域子育て支援拠点事業の利用状況は中学校区別に大きく差異がみられ

る。全体平均よりも優位に利用率が高い中学校区が「南山」と「品野」であり、優位に低い中学校

区が「幡山」と「光陵」である。この差は、地域子育て支援拠点事業の実施場所が大きく関与して

いるものと思われる。 

中学校区別に現在利用していないが、今後利用したいと回答した割合を示したものが以下の図で

ある。 

図表図表図表図表    12121212    中学校区別地域子育中学校区別地域子育中学校区別地域子育中学校区別地域子育てててて支援拠点事業支援拠点事業支援拠点事業支援拠点事業のののの新規利用希望割合新規利用希望割合新規利用希望割合新規利用希望割合2222    

 

【図表 12】によれば、新規利用希望割合（現在利用していないが、今後利用したい）は、「幡山」

中学校区、「水野」中学校区で優位に高い。特に「幡山」中学校区は現状の利用が少なく、希望が

多い特徴があるため、整備等を考える上では重点地区だと捉えられる。  

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

全体（n=1,421）

水無瀬（n=218）

祖東（n=63）

南山（n=376）

本山（n=43）

幡山（n=250）

品野（n=112）

光陵（n=76）

水野（n=265）

37.9

37.2

27.0

43.9

51.2

30.4

49.1

23.7

37.0

0 10 20 30 40 50 60

地域子育て支援拠点事業の利用割合

（％）

全体（n=1,436）

水無瀬（n=217）

祖東（n=64）

南山（n=377）

本山（n=44）

幡山（n=256）

品野（n=112）

光陵（n=74）

水野（n=274）

23.7

21.2

31.3

19.9

11.4

30.1

20.5

21.6

28.8

0 10 20 30 40

地域子育て支援拠点事業の利用希望

（現在利用していないが、今後利用したい）

（％）
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４４４４....    サポートのサポートのサポートのサポートの必要必要必要必要なななな子子子子どもどもどもどものののの保護者保護者保護者保護者へのへのへのへの支援支援支援支援    

本章ではサポートの必要な子どもの保護者への支援に関する分析結果を記載する。 

まず、保護者が子育てをする上で困っていることについて示したものが以下の図である。 

図表図表図表図表    13131313    子育子育子育子育てをするてをするてをするてをする上上上上でででで困困困困っていることっていることっていることっていること1111    

 

 

子育てをする上で困っていることは「周囲の理解の不足」が 38.0％で最も高い。「困っているこ

とはない」と回答した割合は 12.4％であるため、残りの 87.6％は何らかの困っていることがある

結果となっている。 

これらの保護者に子育てについて必要な制度やサービスを聞いた結果が以下の図である。 

図表図表図表図表    14141414    子育子育子育子育てについててについててについててについて必要必要必要必要なななな制度制度制度制度やサービスやサービスやサービスやサービス2222    

 

【図表 14】によれば、子育てについて必要な制度やサービスで最も望まれていることは、「発達

に関する専門的な支援」であることが分かる。また、最も相談しやすい人として挙げられた回答が、

次の【図表 15】に示すとおりである。 

 

  

                             
1 瀬戸市“サポートが必要な子の保護者”に対するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市“サポートが必要な子の保護者”に対するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

乳幼児期に子どもの発達に沿った預ける場がない

学齢期に子どもの発達に沿った預ける場がない

子どもを預けられる人がいない

親が就労することができない

子どもの発達に関して相談できる窓口・人がいない

周囲の理解の不足

その他

困っていることはない

31.8

30.2

31.0

31.8

14.0

38.0

26.4

12.4

0 10 20 30 40 50

n=129

（％）

子どもの発達に関する相談窓口

乳幼児期の子どもの発達に沿った預ける場

学齢期の子どもの発達に沿った預ける場

子どもを安心して預けられる人的サポート

発達に関する専門的な支援

子育てに関する情報提供

その他

39.5

34.9

50.4

62.0

65.1

25.6

7.0

0 10 20 30 40 50 60 70

n=129

（％）
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図表図表図表図表    15151515    最最最最もももも相談相談相談相談しやすいしやすいしやすいしやすい人人人人1111    

 

 

これにより「行政の専門職員」が最も相談しやすいと認識されていることがわかる。 

したがって、サポートが必要な子どもをもつ保護者に対しては、専門的な支援の充実が必要であ

り、さらに行政の専門職員の知識向上も図っていく必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             
1 瀬戸市“サポートが必要な子の保護者”に対するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

行政の専門職員（保育士・保健師）

地域団体の方

ＮＰＯ等の相談員

その他

68.6

0.0

7.8

11.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

n=51

（％）
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５５５５....    就労支援就労支援就労支援就労支援についてについてについてについて    

本章では保護者の就労支援に関するニーズや事業所の取組の分析結果を記載する。 

まず、保護者の育児休業の取得状況をみると、以下の図が示すとおりとなっている。 

図表図表図表図表    16161616    育児休業育児休業育児休業育児休業のののの取得状況取得状況取得状況取得状況1111    

 

 

【図表 16】によれば、父親の育児休業取得は 2.3％となっており、母親の 22.4％を大きく下回

っている。父親も育児休業を取得できる環境づくり、または働きながらでも育児に携われるような

ワークライフバランスを実現できる環境づくりを支援する必要がある。 

また、市内の事業所 13 社に、従業員に対する子育て支援に関わる取組を実施しているか聞いた

ところ、以下の図が示すとおりとなっている。 

図表図表図表図表    17171717    従業員従業員従業員従業員にににに対対対対するするするする子育子育子育子育てててて支援支援支援支援のののの取組取組取組取組2222    

 

 

【図表 17】によれば、事業所 13 社、子育て支援に関わる取組を実施している事業所は 61.5％（8

社）であった。具体的な取組を示したものが以下の図である。 

図表図表図表図表    18181818    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援にににに関関関関するするするする具体的具体的具体的具体的なななな取組取組取組取組3333    

 

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市“事業所”に対するアンケート調査（平成 26 年 3 月） 
3 瀬戸市“事業所”に対するアンケート調査（平成 26 年 3 月） 

母親 n=1,445

父親 n=1,349

65.0 

0.7 

22.4

2.3

12.7

97.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中） 取得していない

事業所 n=13 61.5 38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

育児休業制度の充実

短時間勤務制度

子どもの疾病等の際の休暇制度

担当職務のサポート体制の整備

事業所内保育施設の設置

手当等の支給

育児等のため退職した従業員の再雇用制度

在宅勤務制度

その他

6

4

3

0

0

3

0

0

0

0 10

n=8

（社）
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【図表 18】によれば、育児休業制度や短時間勤務制度などは事業所で取組めているが、事業所

内保育施設や再雇用制度・在宅勤務制度などは、事業所にとってハードルが高いと考えられる。 

また、これから子育てをする世代に対して、将来子育てするときに子育てしやすいと思える周囲

の協力や支援を聞いた結果が以下の図である。 

図表図表図表図表    19191919    将来子育将来子育将来子育将来子育てするときにてするときにてするときにてするときに子育子育子育子育てしやすいとてしやすいとてしやすいとてしやすいと思思思思えるえるえるえる周囲周囲周囲周囲のののの協力協力協力協力やややや支援支援支援支援1111    

 

 

【図表 19】によれば、最も必要とされていることは「パートナーの協力」であるが、「就労先の

協力」についても「子どもの祖父母等の親族の協力」と並ぶ回答率となっている。企業・事業所の

子育て支援策や就労環境が重視されていることが伺える。 

働く保護者の子育て支援を充実するためには、これらの幅広い支援策を事業所が実施していくこ

とができるかどうか、行政として支援できることは何かを検討していくことが必要である。 

また、働く母親の子育て支援に関する講座のニーズを聞いたものが以下の図表である。 

図表図表図表図表    20202020    母親母親母親母親のののの就労状況別参加就労状況別参加就労状況別参加就労状況別参加したいしたいしたいしたい子育子育子育子育てててて支援関連講座支援関連講座支援関連講座支援関連講座2222    

 

 

【図表 20】によれば、どの就労形態でも「子どもと一緒に楽しむ講座」の回答割合が最も高い

が、フルタイムで就労している保護者は「働くお母さんのための講座」の回答割合が全体と比較し

て優位に高い割合となっている。一方、現在就労していない母親は、「初めて子どもを持つ親向け

の講座」や「ストレス解消講座」のニーズが全体と比較して優位に高い割合である。 

 

  

                             
1 瀬戸市“これから子育てをする世代”に対するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
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その他
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（％）
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  全  体 1,419 27.1 71.1 13.4 36.2 10.9 37.6 14.7 8.7 2.7 7.8

フルタイムで就労 207 28.5 62.8 9.7 26.1 9.2 37.7 29 .029 .029 .029 .0 7.2 1.9 10.1

フルタイムで就労（産休等で休業中） 85 30.6 80.0 17.6 40.0 12.9 37.6 22 .422 .422 .422 .4 4.7 0.0 7.1

パートタイムで就労 364 26.1 65.7 11.5 34.6 11.5 33.8 17.0 9.3 2.7 8.0

パートタイムで就労（産休等で休業中） 20 25.0 70.0 5.0 35.0 5.0 60 .060 .060 .060 .0 10.0 5.0 5.0 5.0

以前は就労していたが、現在は就労していない 661 27.1 75 .875 .875 .875 .8 16 .016 .016 .016 .0 41 .341 .341 .341 .3 11.6 39.0 9.1 10.0 3.5 7.3

これまで就労したことがない 61 21.3 72.1 6.6 19.7 4.9 37.7 6.6 3.3 0.0 8.2
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６６６６....    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援にににに関関関関わるわるわるわる満足度満足度満足度満足度    

本章では、子育て支援全般の満足度（５段階評価）に関する分析を行う。 

まず、中学校区別に満足度の構成を表したものが以下の図表である。 

図表図表図表図表    21212121    中学校区別満足度中学校区別満足度中学校区別満足度中学校区別満足度1111    

 

【図表 21】によれば、「幡山」中学校区ではもっとも満足度が低い「１」と回答した割合が全体

平均と比較して優位に高い割合となっており、子育て支援の拡充に向けて何らかの力点を置く必要

があるものと考えられる。 

また、相談先の有無も満足度に影響していることが以下の図表から伺える。 

図表図表図表図表    22222222    子育子育子育子育てててて支支支支援全般援全般援全般援全般にににに対対対対するするするする満足度評価分布満足度評価分布満足度評価分布満足度評価分布2222（（（（相談先相談先相談先相談先のののの「「「「ありありありあり」「」「」「」「なしなしなしなし」」」」のののの区分区分区分区分からからからから））））    

 

【図表 22】によれば、「相談先がいない／ない」保護者は、「満足度が低い」と回答した割合が

全体平均と比較して優位に低い結果となっている。保護者同士や近隣住民などとの身近な交友関係

を広げる機会の拡充や、行政の相談機関・団体等の活動の充実が、子育て支援に関する満足度の向

上に繋がる可能性がある。 

  

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

（％）
 　

ｎ
満
足
度
が
低
い
　
１

２ ３ ４ 満
足
度
が
高
い
　
５

  全  体 1,406 8.9 27.2 46.3 15.5 2.1

水無瀬 219 7.8 26.5 47.0 17.4 1.4

祖東 64 7.8 32.8 42.2 15.6 1.6

南山 375 8.5 26.9 47.2 15.2 2.1

本山 45 4.4 24.4 40.0 22.2 8 .98 .98 .98 .9

幡山 252 13 .113 .113 .113 .1 22.6 47.2 15.9 1.2

品野 111 6.3 26.1 53.2 12.6 1.8

光陵 74 9.5 29.7 40.5 16.2 4.1

水野 266 8.3 31.6 44.4 13.9 1.9

（％）
 　

ｎ
満
足
度
が
低
い
　
１

２ ３ ４ 満
足
度
が
高
い
　
５

  全  体 1,402 9.1 27.2 46.4 15.0 2.2

相談先がいる／ある 1,340 8.6 27.1 47.0 15.0 2.3

相談先がいない／ない 62 19 .419 .419 .419 .4 30.6 33 .933 .933 .933 .9 16.1 0.0
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地域子育て支援拠点事業の利用状況別に満足度をみた結果が以下の図表である。 

図表図表図表図表    23232323    子育子育子育子育てててて支援全般支援全般支援全般支援全般にににに対対対対するするするする満足度評価分布満足度評価分布満足度評価分布満足度評価分布1111（（（（地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援拠点事業利用状況支援拠点事業利用状況支援拠点事業利用状況支援拠点事業利用状況のののの区分区分区分区分からからからから））））    

 

【図表 23】によれば、「地域子育て支援拠点事業を利用」もしくは「類似事業を利用」と回答し

た保護者は、「４」、「５」など満足度が高いと回答した割合が優位に高い値となっている。一方、

いずれの事業も「利用していない」回答者は、満足度が低い「２」の割合が優位に高い。つまり、

地域子育て支援拠点事業等を利用している保護者は満足度が高く、何も利用していない保護者は満

足度が低い傾向があるといえる。地域子育て支援拠点事業の周知・拡充や、これに類似する機能を

もったサービス・事業の充実が子育てに関する満足度を高めることにつながると推察できる。 

また、満足度別に、周囲からどのようなサービスを求めているかを示したものが以下の図表であ

る。 

図表図表図表図表    24242424    満足度別満足度別満足度別満足度別希望希望希望希望するするするする周囲周囲周囲周囲からのサポートからのサポートからのサポートからのサポート2222    

 

 

【図表 24】によれば、満足度を「２」と回答した保護者は、「一時的な子どもの預かり」と回答

した割合が優位に高い値となっている。満足度「１」の保護者も 59.8％で有意差は認められないが、

他の満足度と比較して相対的に高い割合である。つまり、保護者のうち子育て環境の満足度が低い

層は、特に「一時的な子どもの預かり」ができる環境や人を周囲に望んでいることがわかる。 

                             
1 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 
2 瀬戸市子育てに関するアンケート調査（平成 26年 3 月） 

（％）
 　

ｎ
満
足
度
が
低
い
　
１

２ ３ ４ 満
足
度
が
高
い
　
５

  全  体 1,375 8.9 27.2 46.4 15.3 2.3

地域子育て支援拠点事業を利用 521 6.5 22.5 46.6 21 .121 .121 .121 .1 3.3

類似事業を利用 140 6.4 20.7 39.3 27 .127 .127 .127 .1 6 .46 .46 .46 .4

利用していない 823 10.6 30 .330 .330 .330 .3 46.3 11.3 1.6

（％）
 　

ｎ
子
育
て
・
教
育
に
関

す
る
情
報
の
提
供

子
育
て
・
教
育
に
関

す
る
相
談

一
時
的
な
子
ど
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日
常
的
な
見
守
り
や

声
掛
け

仲
間
づ
く
り
・
友
達

づ
く
り
の
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

  全  体 1,457 60.8 38.4 52.6 37.7 31.4 3.2 4.7

満足度が低い　１ 127 49.6 32.3 59.8 35.4 31.5 6 .36 .36 .36 .3 3.9

２ 383 60.8 35.5 59 .559 .559 .559 .5 41.5 29.8 4.4 4.2

３ 654 61.3 38.2 48.6 35.5 30.4 2.9 5.7

４ 215 67.0 49 .349 .349 .349 .3 50.2 40.9 40 .040 .040 .040 .0 0.9 2.3

満足度が高い　５ 31 54.8 38.7 41.9 22.6 32.3 3.2 12 .912 .912 .912 .9


